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336－A 地区 

・会員・会則・EXT・指導力育成・プロトコール委員長  
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・MERL 副委員長 

 
鈴木 良明  

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ 出会いを大切に ” 

 

昭和６２年、永年勤めた公務員を退職し、家督を継ぐため、郷里土居町に戻って参りました。当時は友人

も少なく、淋しい日々で悶々としておりました。あるとき、知人の勧めで伊予土居ライオンズクラブに入会し

たことにより、目の前が一気に明るく開けました。その後、クラブとの係わりを通じて、私の財産とも言える

多くの友人・知人を得ることができました。今日では、クラブ活動、ゴルフ、そして仕事と、多忙ではありま

すが、充実した毎日を送っています。 

このたび、委員長という大役を拝命いたしました。当クラブの山内 貢氏が務める手筈になっておりました

が、天の悪戯か、桜花爛漫の下、急逝されました。彼はクラブをこよなく愛し、その活動に心血を注いでき

ました。無念でなりませんが、山内さんの熱き想いを引き継ぎ、全力を傾注する所存です。非才浅学の身

でありますが、九人の委員の皆様と協議をしながら、宇高ガバナーの運営基本方針のもと、任務の遂行

に当たります。 

336－A 地区 キャビネット副幹事 

安藤 宏   

    

自分にとって伊予三島ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ（1995～1996 年）依頼

15 年ぶり、2 回目の役職です。当時と比べると任務の内容

も変動し、対応に苦労しています。クラブの代表として責

任も感じています。地区副幹事は地区ガバナーの指導監

督のもとにｷｬﾋﾞﾈｯﾄ幹事の運営事務、担当リジョン、担当

委員会のメンバーとして地区委員長、RC、ZC の活動、推

進の補佐の任に当たるものです。 

『キャビネッﾄ構成員としての心構え』 

 

① 地区内全員が安心して仕事と奉仕の両立ができるよう「とうばんとして」１年間を捧げつくす「最

高の奉仕者」に徹せよ 

② 地区ガバナーは地区の最高責任者、みんなでガバナーを守り立てよ。 

内部で如何に激論しても、外には１本の方針で臨め。 

③ 過去の慣習や申し送りを鵜呑みにするな。 

④ １人では何も出来ない。みんなで役割を分担し、責任を果たせ。 

⑤ 勉強せよ。人に指導するために１０倍知らねば教えられぬ。
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会 長 

 西山 雅啓 
 
2010 年度会長を仰せつかりました西山です。計画財務委員長をお

受けし、その後のレールを知らされた時には、「会長なんてまだま

だ先の話」とのんびり構えていましたが、いよいよとなると、とて

も身の引き締まる思いに浸っております。 
伊予土居ライオンズクラブのメンバーとさせていただいてから、はや 8 年目を迎えております。 
ライオンズクラブの活動においてはいつもお行儀が悪く、ライオンズに対する知識もとても未熟で

はありますが、「助け合い 思いやり 学び合って」メンバーの皆さんと共にこの 1 年を過ごしてい

けたらと思っております。メンバー38 名でのスタートですが、今年度、当クラブは 35 周年を迎え

ますし、四国中央キャビネットが川之江ライオンズクラブのホストのもと発足いたしました。とて

も賑やかな年度となりますが、各委員会がイニシアティブを執り、例会・委員会・各アクトには積

極的に参加をいただき、新しい仲間を増やして感動を共有できる伊予土居ライオンズクラブにする

べく、粛々と日々を重ねて行きたいものです。今年度の第 1 回目の例会は、7 月 7 日（七夕）です。

この 1 年、有意義な「出会い」がたくさんありますことを祈りながら、いざ出航いたします。よろ

しくお願いいたします。 

第１副会長  

大田 憲司 

 

昨年は第 2 副会長と言う事で大変お世話になり、ありがとうございました。

今期は第 1 副会長になります。今期、キャビネット事務局が川之江にな

り、又 伊予土居ライオンズクラブが 35 周年と大変忙しくなると思います。

西山会長、河上幹事と共に頑張って行こうと思っております。どうぞ御協

力の程よろしくお願い致します。 

 

第２副会長  

日野 寿光 

 

今期第二副会長を任命されました、目標としては土居地区小学校５校

対象の「地球の秘密」環境教室、青少年講演会及びラブリバー活動

への積極的な参加と各委員会が活発になるように活動して行きたいと

考えています。 

皆様ご協力よろしくお願いします。 



 

  

 

     
   幹 事   
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河上 公則 

 
  

 結成３５周年を迎える伝統ある当クラブの幹事を拝命されました。

1999～2000 年度に続き２回目です。当時は越智滋会長のもと、若

さで訳もわからずに突っ走ったと思います。３ゾーンの各クラブとの

交流が楽しかった思い出があります。ライオンズクラブの活動方針

とか組織運営等が少し解った様な気がしました。 

 

 

 

 

 

 
  今期は、西山会長のもと３５周年事業と、四国中央キャビネットの両方が順調よく進捗し、成功のも

とに期末を迎えられることが、当クラブまた３Ｚの大事業だと思います。当クラブから安藤宏副幹

事、鈴木良明地区委員長、鈴木富男地区委員、を輩出しています。３名の活動に感謝しながらク

ラブ員のご協力を頂き今期をスタートさせて頂きます。 

 

 

 

 

 
１年間どうぞ楽しいクラブでありますように期待します。皆様宜しくお願いします。 

 

 

 

 
・336Ａ地区２Ｒ－ＰＲ・ライオンズ情報・ＩＴ委員    

・会計  鈴木 富男  

  
 

当クラブも今年度３５周年を迎えます。この年に会計、また２ＲのＰ

Ｒ・ライオンズ情報・ＩＴ委員も兼任させていただくことになりました。

“秘書”がほしいと思うほど忙しいとは思いますが、勉強しながら頑

張っていきたいと思います。皆様にはご迷惑をおかけいたします

が、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
ライオン・テーマ 

 
長井 昭  

  
 

テーマは二回目となりますが、一回目は何も意味が解らず、 
 

一年間を過ごしましたが、今回６月２０日に西条で委員長スクールにて

講義を受け少しはテーマと云うものが解りました。 

 

 

 うまくは出来ませんが、例会をよりスムーズに又、一時間の時間を肝に

命じて運営をしてまいりたいと思います。 
 

 

 皆様の御協力を宜しくお願いいたします。 

 

 

 テール・ツイスター  
 

井川 宏  

  

 “ウイ・サーブ”をモットーに出席いたしてまいりました。 
 

日頃より、皆様がたの御支えに心より感謝申し上げておりま

す。足手まといにならないように頑張ります。皆様よろしくお願

いします。 
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又、今期は結成 35 周年の節目の年でもあります。この機会にクラブ員が初心に帰って、歴代守り続けてき

た事を継承しながら、新しい何かを取り入れる、まさに「不易流行」の精神で頑張って頂きたいと思います。 

活動方針と目標   

１．会員の維持、退会防止、会員増強の取り組み 

              ＊ 会員純増            ２名  

              ＊ 例会３回連続欠席者     ゼロ 

２．例会訪問により視野を広げ交流を深めクラブ運営の改善と資質の向上を図る 

    ＊ 例会訪問          ５クラブ 

会員・会則・ＥＸＴ・指導力育成・プロトコール・委員会  

 委員長 長尾 嘉也 
 

 何か、堅苦しい？委員会ですが会長経験者３名で楽しく、明るく、結束

力の強いクラブ運営に努力します、会長スローガンにある『助け合い、思

いやり、学び合い、』の心で会員皆様のご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

 
同時にキャビネット地区委員長に当クラブの鈴木良明さんが就任されて

いますので非常に責任を感じています、クラブ、一丸となっての推進をお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会則・プロトコール・大会参加委員会   
 

委員長 矢野達夫
 

この度、大会参加委員長を拝命しました矢野です。未熟ではありま

すが、皆様方のご指導をいただきながら頑張りますので宜しくお願

いします。抱負としては、各大会への参加を呼び掛け、一人でも多く

のクラブ員に参加していただき、参加する事の楽しみや喜び（他クラ

ブ員との再会や交流）を自ら感じ取って頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画財務委員会      
 

委員長 村上守久 
今期計画委員長をする事になり 二十年位前の事をいろいろ思い出

しながら書いていると 入会式にライオン帽が重たい程メダル一杯付

けて頑張っていた人達を思い出したり、清掃奉仕に一緒に連れて行

った息子(当時小学１年生ジュース貰って喜んでいたその息子も今で

は一児のお父さん) に、ほうきで掃きながらいろんな事を教えてくれ

たり、 居酒屋で一杯呑みながら責められたり、利害関係が無いので

愉快で楽しい先輩達が偲ばれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

またＬバッジや ネクタイ ライオン帽等、何かを忘れたら、当時ライオンズに非常に熱心な人が居られ何度か注意された事

も今では懐かしい思い出です。私事で恐縮ですが、一昨年ＺＣの山内さんのアシスタントをさせていただきました。 ＺＣＡ

の仕事は山内さんと一緒に居て介添え役、援護射撃等いろいろありますが、俺の仕事はぼつぼつで、山内さんには習う事

ばかりでした。 山内さん今でも朝早くからメールが届きそうで 亡くなったとは思えませんこれから色々と頑張ろうと思って

います 例会出席も１００％にしたいものです。我がクラブ 伊予土居ライオンズは老いも若きも一緒になって、ウイ・サーブ

でやっています。ゴルフ同好会の様に 有志が機関車的な物を作り出席率も上げたいものです。一区切りついた時に振り

返り いろいろ思い出し楽しく愉快な思いで作りにしたいものです（ライオンズクラブに入って居て良かったと思う様に・・。） 
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 ＰＲ・ライオンズ情報・ＩＴ委員会   
 

委員長 大野進生 

 
今期 ＰＲ・情報・ＩＴ委員長をはじめてさせていただくことになり

ました大野です。1 年間宜しくお願いいたします。 

 

 

 
私たち伊予土居ライオンズクラブの奉仕活動を、出来るだけ早

くお伝えできたらと思います。そのためには、皆様にはデーター

での情報お知らせなどのやり取りが少しでも、 

 

 

 

 

 できるようお願いしながら、 学ぶライオンとして、伊予土居のクラブ員がＩＴ能力が少しでも高まれ

ばと思っております。皆様何卒宜しくお願いいたします。 
 

 
また、国際的に 206 の国と地域からなる １３５万人を越える世界レベルでの奉仕活動も伝えるように

とのことでしたので、皆様に見ていただきたい内容を少しでも掲載できればと思います。皆様の指導

を頂きながら今期頑張りたいと思います。宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
青少年育成・児童・市民奉仕委員会〔LCIF・YE･国際協調〕 

 
委員長 高橋 洋一  

  
 

今年度、青少年育成・児童・市民奉仕委員会の委員長を仰せつかりまし

た。 
 

 

 西山会長のスローガン「助け合い 思いやり 学び合って ウイ サーブ」

の通り皆さんのご協力をいただきながら、事業を通して自分自身も学ん

でいきたいと思います。 

 

 

 

 どうか 1 年間よろしくお願いいたします。 
  
 

 

 
環境保全・社会福祉委員会 

 
委員長 石村 重義  

  
 

今年度、環境保全社会福祉委員会の委員長を引き受けました石村

です 

昨年度の行事を見ると毎月の清掃奉仕、献血、老人クロッケー大会の

開催、土居町内のレクバレー大会の開催等と数多くの行事を行ってい

ます。今年度もほぼ同じ行事を継続したいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 この委員会はライオンズクラブの顔です、地域に密着した奉仕活動のため大いに汗をかく覚悟です。幸

いにも相馬先生他ベテランが委員会メンバーになってくれていますので、皆さんの力を借りて一年間頑張

りたいと思いますのでよろしくお願いします。 
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 平成 22 年７月 11 日 清掃奉仕 
  
 

今年度第１回目の清掃奉仕が 7月 11 日にふる

さと広場で行われました。 

当クラブより、多数参加し堤防の草刈りと空

缶やゴミ拾いをしました。空缶やゴミはほと

んどなくびっくりしました。 

これも長年の奉仕活動の成果だなと感じまし

た。 

梅雨の真最中にもかかわらず雨に合わずラッ

キーだったです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 22 年８月 1 日 清掃奉仕 

 
  
８月１日午前７時より土居町ふるさ

と広場周辺を夏祭りにそなえての清

掃奉仕を実施いたしました。 

今回はラブリバーや土居商工会，ＪＡ

など多数の人が参加しての大掛かり

のものでした 

今回も空缶やゴミは少なかったよう

に感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 委員長 石村 重義  
 

 

 

 

小富士小学校とはここ数年、毎年３月にラブリバー活動の一環として、ふるさと広場の清掃に取

り組んでおります。その小学校のスポーツ少年団に参加している子供たちが、こういった清掃活

動等を通してとても高いボランティア精神を養っていけるのは、一時の奉仕作業を共に行ってい

るクラブとしても、とても喜ばしいものがあります。このスポーツ少年団の中には、わがクラブ

メンバーの大野進生さんの長女で２年生の舞香（まいか）さんも元気に活動しており、親子共々、

クラブの思いと同じく地域に根ざした活動を実践してくれています。伊予土居ライオンズクラブ

としては、頑張っている子供たちの素直な精神と豊かな心、磨かれた体力を育むお手伝いを、こ

れからもずっと続けて行きたいものです。   

                                     会長 西山 雅啓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の清掃奉仕は  

 9 月 5 日（日） 午前 7 時～ 四国中央市土居町北野自由広場 にて行います 
 

・・・・皆様、ご協力お願いします。♪♪  
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“ラブリバー活動の今後の取組” 
ラブリバー推進協議会 

会長 相馬紀夫 
「土居町ラブリバー推進協議会」が平成５年に

発足して、１８年が経過しました。伊予土居ラ

イオンズクラブは発足当時からの強力なサポ

ーターであり、お陰様で、今日まで継続できた

のだと考えます。思い起こせば、毎月の活動は

もちろん、発足したばかりの苦しい財政時に自

動草刈り機を寄附して頂き、また周年事業の際

には、ラブリバー基金としてのご寄付を頂き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物心両面で多大の援助を頂いておりますこと先ず御礼申し上げたいと思います。さて、平成１６年には

「四国中央市土居ラブリバー推進協議会」に名前は変わりましたが、本会の目的は、“関川の環境と景

観を保存し、ボランティア活動により、河川敷の適正な維持管理・河川愛護心の涵養を図る”事であり

ます。実際の事業として、堤防の草刈り、清掃、河川敷への植栽、花壇の整備・維持管理などを実施し

ていることはご存知の如くです。発足当時に比べ確かに関川河川敷のゴミ・不法投棄は激減し、土手の

桜も見事に開花するまでになりました。やがて、活動は次第に理解され、周辺の方々や各種団体の方々

が入れ替わり、立ち替わり参加してくれるようになりました。ボランティア活動が若い学生諸君（小学

校・中学・高校）にも浸透したことは何よりも頼もしいことです。平成１９年に「金生川ラバーズ」の

誕生を機会に、「愛ビーチ東宮海岸」・「愛ビーチ天満海岸」・「四国中央愛ロード推進協議会」とブラザ

ー団体が次々に誕生し、強い味方も出来ました。今後の取組んで行きたい事は、ふる里広場周辺に加え

上流・下流に向かって清掃・桜などの植栽範囲を広げる事と、又、夏祭り・秋祭りの他に関川河川敷を

市民の広場として更に利用できるよう、サイクリング・ジョギングロードを藤崎橋から天王橋まで計画

し、行政にも要望して行きたいと思っています。 
最後にクラブ員の毎月の清掃活動参加に感謝すると共に今後ともご協力をお願い致します。 

 

 

 

 

 私は、小富士スポーツ少年団として「ふるさと

運動」に参加しました。ゴミを拾っていると、

「わぁ、たくさんゴミがあるなぁ。」や、「なん

でゴミを捨てるんだろう。」と思いました。そし

てゴミを拾っていくと、どんどんきれいになる

のが分かりました。「ふるさと運動」をして、改

めてゴミを捨ててはいけないと思いました。毎

年３月のおわかれ遠足のときには伊予土居ライ

オンズクラブのみなさんといっしょに（ふるさ

と広場）の清掃をしているので、また今年も楽

しくゴミ拾いをしたいです。 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  土居町小富士スポーツ少年団  

ミニバスキャプテン  岩田 千冬  
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8 月第 1 例会にて  

 

336A 地区 

・会員･会則･EXT・指導力育成・プロトコール委員長 

・MERL 副委員長 

鈴木 良明 

・キャビネット副幹事 

安藤 宏 

・ＰＲ・ライオンズ情報・大会参加委員 

鈴木 富男 

・地区年次大会副委員長 

西山雅啓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇高ガバナーよりの 
任命状の伝達式

8 月 4 日 
8月第1例会におい

て 宇高ガバナー

か ら の 任 命 状 を

西山会長より 鈴

木会員委員長、安藤

キャビネット副幹

事、鈴木 PR 地区委

員へ、西山地区年次

大会副委員長へは、

大田第 1 副会長よ

り お一人づつ丁寧

にガバナーに代わ

ってお渡ししまし

た。皆さん、とても

清々しい笑顔で受

け取られていまし

た。 
キャビネット行事

等の報告の際には、

あまりの行事の多

さに鈴木良明地区

委員長から『読みあ

げなくてもイイで

すよ』の優しい言葉

が・・・皆さんのご

活躍に期待し、クラ

ブ員一同 共につい

ていきたいと思い

ます。どうかよろし

くお願いします 写真左より 

 

皆様のご活躍を祈念して 

「ウイ・サーブ」「オー！！」
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硫黄島（摺鉢山）の日章旗     相馬 紀夫 

 大東亜戦争に於いての硫黄島の激戦は既に日米双方から種々の映画が作製され、各種の本も出版されている。最近では

平成１８年の「硫黄島からの手紙」で栗林中将演じる渡部 謙の名演技は記憶に新しい。大東亜戦争は愚かな戦争で日本

兵は悪人であり、日本兵と戦った米国兵・英国兵・中共兵・ロシア兵は勇士であるかの如くの風潮が未だに見られるのには、

腹が立つ。しかも、日章旗を軽蔑し、平成 11 年の国旗国歌法が成立した際には、現首相の菅直人は反対したのであるから

何にをか言わんやである。さて、本論に入る。 例の如く切手によって始まる話である。左下の切手は１９４５年７月に米国で

発行された。米国のＡＰの特派員ジョー･ローゼンソールが撮影した写真を元に図案化されたものであり、米国のアーリントン

墓地にも同じ場面の巨大な彫刻が据えられているそうである。昭和２０年(１９４５年)１月末より米軍の硫黄島への総攻撃開始

し、やがて上陸し圧倒的な勢力を有する米軍は、島の一番高い摺鉢山を２月２３日に占領し、切手の如くに山頂に星条旗を

立てた。奮闘空しく摺鉢山の日本守備隊は敗れたのであった。処が、翌日２４日の朝摺鉢山を見上げた所、そこには星条旗

に変わり、日章旗が翩翻と翻っていた。17 歳の通信兵は日本兵の勇敢さに涙が出たと書いている＊。それを知った米軍は

腰を抜かし、昨日に増して空爆をし、周囲の米陣地からはロケット砲が浴びせ、山頂に再び星条旗を掲げた。しかし、翌２５

日早朝摺鉢山にはまたもや日章旗が朝日をあびて、はためいていたのであった。あれほど攻撃を受けてもなお頑張っている

日本兵の証しであり、どんなに勇気付けられた事であろう。その日の日章旗は昨日までのとは違い急遽作成した血染めの日

章旗に見えたとのこと。米軍も警戒し、暫く日章旗ははためいてが、再び星条旗に変えられた。日の丸の切手は「日本の歌シ

リーズ」第６集昭和５５(１９８０)年６月に発行された。さて今日の日本を考えるに、あまりにも 

脳天気な政治家が日本を操縦しており、日本の「劣化」を早めているだけであり、勇敢に 

戦った兵士の気骨等微塵も感じない。 この一枚の切手は米兵の勇敢さに劣らず、我々 

の先輩たちが如何に日本のために勇敢に戦ったかを知らせてくれた。 

此処に戦場に倒れた兵士等のご冥福を改めてお祈りする次第です。 

尚硫黄島の戦いには、ロサンゼルス五輪の金メダリスト西中佐・同じく銀メダリスト河合中尉 

なども参加し、また「ルーズベルトに与ふる書」の 

市丸少将等の逸話などが数々ある。 

＊参考書 

１７歳の硫黄島    章草 鶴次著   文藝春秋社 

 歴史街道 ２００７年(平成１９年)１月号 

 米国大統領への手紙 平川 裕弘著 

 

 

 

入会して  石崎 崇士 
本年３月に新会員として承認を受けて４ヵ月が経過しまし

た。初めての経験でもあり、何もわからない状態で、例会・

委員会に参加しているだけといった感があります。ただ、

会を重ね皆さんの活動を知る機会を得て、本業をこなしな

がらの活動に、ただただ敬服しています。 

現在、私は大洲市に妻とニ男一女を残して単身赴任中です。休日には家族と接することで仕事のモチベーション

を保っていることに気付き、家族と一緒に自分も成長していきたいという気持ちが単身となってから強くなって

いると感じます。微力ではありますが、当地土居町を主体に活躍されている企業家の方々と一緒に、個人として

できる限りの想いと奉仕の精神を持って参加したいと考えております。 

宜しくお願いいたします。 
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会 長 西山雅啓     委員会名 委員長 副委員長 委員 現業務内容 

前 会 長 喜井孝一 会員維持  

出席率の向上 

出席指導要請 

新会員研修 

会 員 ・ 会 員 維

持・ＥＸＴ       

指 導 力 育 成 ・

プロトコール 

大田憲司 第一副会長 
長尾嘉也 長井 昭 喜井孝一 

日野寿光 第二副会長 

幹 事 河上公則 

鈴木良明 会 計 鈴木富男 大会参加（年次大

会・Ｒスポーツ大会）

会則及び付則 

会則 

大会参加 
第
一
副
会
長 

大
田
憲
司 

矢野達夫 櫛部邦寛テ ー マ 長井  昭 武田由美子 

テ ー ル 井川  宏 小川 龍生 

近藤虎雄 理 事 長尾嘉也 行事の立案 

例会の企画 

クラブ予算（例会・

会議他） 

計画 

財務 
村上守久 神垣静馬

理 事 矢野達夫 青木茂美 

理 事 村上守久 井川  宏 

理 事 大野進生 山内義明 

石水昭夫 理 事 高橋洋一 
クラブ会報誌 

ＰＲ活動 

ＩＴ活動 

ＰＲ 

情報 

ＩＴ 

大野進生 近藤信行
理 事 石村重義 大橋勝英 

鈴木富男 

石川久子 

相引利夫 青少年育成 

児童 

市民奉仕 

・ＹＥ 

・国際協調） 

青少年指導 

国際交流 

チャリティバザー  .

平和ポスター 

越智  滋 

高橋洋一 岸 良一 福西昭人 

岸 博文 
第
二
副
会
長 

日
野
寿
光 

 

曽我部五月 

安藤 宏 清掃奉仕 

老人クロッケー大会

献血・その他 

婦人大会 

地域活動 

相馬紀夫 環境保全 

社会福祉    

ＬＣＩＦ     

森高康行 石村重義 石水勇 

濱田恭彦 

石崎崇士 
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